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広報うえだ 1 

情報うえだ s 
保健ガイド...........................12

教育うえだ・ 13 

「昔の面器を残す落ち着L、た家並みなので、気に入っていま

す。木造の家は人が住んでこそ長持ちしますから、お庖や自宅

などとして活用してほしいです」と推薦者の古沢さん(千曲町)。

旧北国街道・柳町。かつて多くの商家や宿屋が軒を連担、行

き交っ人でにぎわいました。「格子」や 「つだっ」の美しい軍

並みが当時の様子を物語ります。

この町を大切に守り育てようと、使い古しの味噌樽を使った
"..".-r-， 

柳田木の植栽や、 「似命*Jの整備などを 「柳町まちづくり協

議会」の皆さんが行ってきました。 7月には最観協定を結び、

まち並み白保全に取り組んでいます。民家や土蔵を改修してお

庖を聞くかたも増え、 「建物を貸してほしい」との申し込みも

多くなっているそうです。通り沿いにお住まいの石森さん(下

段中央の写真)は 「最近は人通りが多くなってきたから、掃除

もしておかないとね」と気を使っておられます。

柳町に住む皆さんと、柳町白魅力にひかれて新しく仲間入り

する皆さん。ここに集まる人の輪から、まちづくりの新しい動

きが始まっています。.柳町軍内図

尼言三



市
民
の
皆
さ
ん
に
市
職
且
の
給
与
や
職
且
散
の
状
担
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
そ
の
喪
曹
を
公
表
し
ま
す
。

公
務
且
の
給
与
は
、
人
事
院
が
社
会
情
勢
や
民
間
給
与
の
実
理
を
考
慮
し

な
が
ら
、
毎
年
8
月
に
改
定
の
勧
告
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
勧
告
に
基
づ
い

て
、
市
で
は
昨
年
度
、
睦
且
の
給
料
の
改
定
を
見
送
る
と
と
も
に
、
期
末
・

勤
勉
手
当
に
つ
い
て
0
・
0
5月
卦
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
厳
し
い
社
会
経
諦
情
努
を
考
思
し
、
今
年
7
月
か
ら
三
世
・
市
議

会
曙
且
の
給
料
・
報
酬
の
削
減
を
実
施
し
、
管
理
職
員
の
特
別
調
車
顧
の
削

減
も
行
っ
て
い
ま
す
。

人件貸率
(B/A) -14.9% 

(番参考
11年度の人件費率i-16.7% 

λ件費 (B)

7，039.335千円

-人件費の状罰 [省通会計決算}匡盟

銀出額 (A)

48，189.282干同

圃
人
件
費
の
霊

平
成
時
年
度
中
に
駿
且
に
支
払
わ
れ

た
輯
人
例
盟
は
叩
憧
3
9
3
4
万
円
で
、

描
出
輔
の
M
・
9
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
人
件
費
に
は
市
長
や
市
誠
会
議
且
な

ど
「
特
別
駿
」
の
給
料
や
報
酬
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
開
園
。

む

国
費

g
g

平
成
H
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
は
、

一
般
職
の
蛤
料

・
職
且
手
当
な
ど
給
与

世
と
し
て
、
胡
億
4
2
9
3
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
一
人
当
た
り
の
年
間

給
与
費
は
的
6
2
8
万
円
と
な
り
ま
す

闘
図
。

※
職
且
の
平
均
給
料

・
平
均
給
与

H
額
・

平
均
年
齢
の
状
況
、
初
任
給
の
状
況
、

経
験
年
世
別
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額

の
状
況
は
周
回
目
幽
閥
闘
を
奮
闘
。

圃
職
員
手
当
の
詰

聡
且
に
主
蛤
さ
れ
る
主
な
手
当
は
炊

の
8
種
類
で
す
聞
闘
。

①
一
期
末
・
勤
勉
手
当
(
叩
年
度
)

民
間
の
ポ
ナ
ス
に
当
た
る
も
の
〔
支

給
割
合
は
冒
と
同
じ
)
②
週
聴
手
当

勤
務
年
散
と
退
職
時
の
結
料
月
額
に

応
じ
て
支
給
骨
時
間
外
勤
務
手
当

正
組
の
勤
務
時
聞
を
超
え
て
勤
務
し
た

場
合
に
支
給
④
扶
聾
手
当

固
と
同

園E
 

m胤
明日開柵

師
酬
明月醐鈎

ι僻学制年一
叫闘

•• 
区分

264.3'叩円 304.356円

..1iI手当の状況

じ
く
、
扶
養
毅
躍
の
数
種
別
に
応
じ

支

給

⑤

住
居
手
当

借
家
は
固
と
閉

じ
。
持
家
は
定
額
⑥
通
勤
手
当

基

本
的
に
固
と
同
じ
(
支
給
最
高
限
度
額

に
遣
い
あ
り
)

⑦

特
殊
勤
務
蚕
手
当

危
険
な
仕
事
や
苦
し
く
困
難
な
業
務
に

携
わ
る
職
且
に
支
給
⑨
特
別
調
整
額

固と同じ

4陥 9%

43.377門

固と同じ

月分 月分

21.0 28.875 
33.75 糾.5S

47.5 62.7 
60.0 62.7 
符例給料月額欄度

原則 1号俸

C 

「
管
理
駿
手
当
」
に
相
当
す
る
手
当

で
、
戦
且
の
世
暗
に
応
じ
て
支
給
。
な

お
、
今
年
7
月
1
日
か
ら
来
年
6
月
叩

日
ま
で
の
問
、
一
律
マ
イ
ナ
ス
叩
%
の

減
額
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

[2] 14.11.16 

主総

特別闘盛額

総利用額の

1∞分のm
〉、上配支鎗，.よリ、 得マイナス
10%の援額措置を実権中.

鎗料月舗の
1ω分の18

鎗料月績の
1∞分の13

給料月績の
1∞分の11

分

" .. ‘..員

隈..m.蝿

区

..事

a・役

支給額の血、手当

多くの聴貧に支給
されている手当

固と閉じ

月額6.500円

1加"で50.0∞門を限度

固と同じ



1 現畏 主鯵
2 複線因厳な

援績を行う
思畏補佐
11主幹

1 標.. 得佐
醐主幹
複鎗図要量，.

'医務を行う
係畏 。主筆

2 
係星座
主査

(】

-
一
般
行
政
磁
の

.
級
別
鴫
員
数
の
状
況

一
般
行
政
駿
の
職
且
に
適
用
さ
れ
る

「
給
料
表
L

は
、
信
市
中
の
難
昌
ゃ
責
任

の
度
合
い
に
よ
り
1
級
か
ら
叩
級
に
区

別
さ
れ
て
い
ま
す
。
殺
務
の
区
分
と
級

別
の
職
且
散
は
悶
闘
の
と
お
り
で
す
。

.
部
門
別
鴫
員
の
状
況
と

-
主
な
増
誠
理
由

昨
年
度
と
今
年
度
の
部
門
別
職
員
散

の
増
棋
は
開
闘
の
と
お
り
で
す
。

事
務
事
業
の
合
理
化
等
に
よ
り
、
全

体
で
川
名
の
誠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

守
別
職
の
報
酬
等

特
別
聡
の
う
ち
市
長
、
助
世
、
収
入

世
と
市
議
会
鶴
且
に
は
給
料
(
ま
た
は

報
酬
)
と
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い

c.主〉よ図甫の給与条例こ基づく鎗料2慢の級腐の嶋員数です.

般行霞

"門

部

-F特別磁の報酬等医盟
f _ _. I 給科月額等

、 π 「面画面 減額後 | 滋濁羽院

11111自目 Il初期|2政
717.0∞門 I6凶 640円 l 企 8%

臼1，000門|関0，160内 I 64% 
456，∞0同 I442，320円 I 63% 
位既000円 I416，500同 I .6.2% 

(平成13年度支鎗捌合)
総斜月額X145/1∞×次均寄金

iEZ i22125期 ;iiE
〈平成13年度支鎗割合〉

総圃月額x145/1∞x次の棚倉
8周期 1.45月 12月期 1.55月
3周期 0.55月 計 3.55月

ま
す
関
図
。

な
お
、
今
年
7
月
1
日
か
ら
平
成
同

年
6
月
初
日
ま
で
の
問
(
市
議
会
議
日

に
つ
い
て
は
任
期
の
調
了
す
る
平
成
日

年
4
月
却
日
ま
で
の
問
)
、
給
料
・
報

酬
等
の
減
額
婚
世
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

分

市長
助役
収入役

・畏
11磁畏
峰 員

畏
役
役入

市
助
収

E 

給
料

自

糊
束
手
当

公曽盆易覧
会計調隠門

併合
繍
寸

恒一蜘

F
鎗
一l

軒
亡

-
定
員
適
正
化
計
画
の

.
敏
値
回
線
・
進
ち
ょ
〈
状
況

市
で
は
、
輯
且
の
適
正
な
定
貝
管
理

を
図
る
た
め
、
「
上
田
市
行
政
改
革
大

hv

・

綱

」
に
基
づ
き
、
平
成
H
年
度
末
ま
で

酔
に
印
人
を
目
標
に
駿
且
を
減
員
す
る
定

時

且

適

正
化
日
揮
を
定
め
て
い
ま
す
。

閣

こ
れ
に
基
づ
き

「
最
古
の
経
費
で
量

。
叫
%
大
の
効
果
」
が
挙
が
る
よ
っ
罫
め
て
い

細
山
町
山
き
ま
す
。

柏
町
野
町
①
定
員
適
正
化
手
法
の
慨
要

柏市一間

・
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
:
・
期
限
が
訣
ま
っ

末
役
道
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
事
業
終

期

3
水

'

月
も
下
了
と
と
も
に
定
且
の
削
棋
を
行
う
。

日
開
ょ

・
民
間
量
挺
等
の
推
進
:
・
書
証
等
が

誌
同
適
当
私
事
事
事
量
に
つ
い
て
は
、
サ

組
事
企
ピ
ス
の
維
持
向
上
、
経
費
の
問
題
等

額
通
が

話
水
・
"
に
十
分
配
慮
し
た
う
え
で
、
民
問
委

昨
ど
胴
託
を
進
め
る
。

叫・侵靴

・
新
規
事
量
等
へ
の
対
応
:・
新
脱
事

嗣
一
酬
醐
聾
、
市
中
萌
量
の
増
加
に
対
し
て
は
、

1

2

原
則
と
し
て
哩
討
の
職
且
体
制
の
中

間

で、

配
置
転
換
等
に
よ
り
対
応
す
る
。

-m畏
員

級
一
四
鰻

園
昇
給
期
間
窪
繍

通
常
ロ
か
月
を
良
好
に
勤
務
し
た
と

き、

1
号
俸
上
位
の
結
料
月
額
に
昇
給

し
ま
す
が
、
昇
任
な
と
に
よ
り
昇
給
閉

聞
が
短
縮
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
年
度
、
昇
給
期
間
が
短
縮
さ
れ
た

職
且
の
状
況
は
開
国
の
と
お
り
で
す
。

1.016人

比率
(8/A) 

22人

2.2% 

普通男総を短
l 縮m~24月〉

111して昇給した
ま| 鴫員数
"'-1 (8) 

機員数
(A) 

②
平
成
同
年
度
末
ま
で
の
定
員
適
正
化

目
繍
(
消
防
車
、
休
職
者
吉
む
)

定.. 員員計の画 縮(減計繋画E)十 実薗員数 槍(減実累績〉計

Hl1.4.1 1.052人 1，052人
(基準日〕

H12.4.1 1.040人 o12 1.040人 企 12

Hl3.4.1 1，029人 0.23 1，016人 ム"

H14Al 1.019人 ム33 "叩7人 o45 

H15.4.1 1.002人 0.50 

③
室
勤
職
員
散
の
増
減
内
訳
の
概
要

14.11.16 [31 



ん一七
園
田
市
川
刻
事
阿
川
真
田
町
川
武
石
村

任
意
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
を
開
催

日
月
9
臼
側
、
真
田
町
役
場
で
第
2
回
任
意

合
併
協
議
会
設
立
準
備
金
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
l
回
準
備
会
で
別
に
定
め
る
と
し

た
、
任
意
合
併
協
議
会
幹
事
会
・
専
門
部
会
・

事
務
局
の
規
程
、
想
定
さ
れ
る
主
主
協
檎
項
目

{※
1
)
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、
ロ
月
に
設

立
予
定
白
任
意
合
併
協
議
会
で
提
案
す
る
平
成

同
年
度
事
業
計
画
案
、
歳
入
・
歳
出
予
算
案
、

事
務
・
事
業
の
調
整
方
針
案
(
※
2
〕
な
と
を

協
議
し
ま
し
た
。

第
3
回
準
備
金
は
、
日
月
凶
日

ωに
武
石
村

で
開
催
予
定
で
、
任
意
合
併
協
議
会
田
委
員
選

出
、
平
成
同
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
、
新
市

将
来
構
想
荒
定
委
貝
金
の
委
員
構
成
な
ど
に
つ

い
て
協
議
す
る
予
定
で
す
。

-
想
定
さ
れ
る
主
な
協
議
項
目
(
諜
1
)

任
意
合
僻
協
議
会
で
は
、
合
酔
の
是
非
に
つ

い
て
住
民
の
皆
さ
ん
が
最
終
的
に
判
断
す
る
た

め
に
、
合
併
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
に
つ
い

て
協
議
し
ま
す
。
想
定
さ
れ
る
主
な
協
議
項
目

は
お
項
目
(
下
表
)
で
、
そ
白
う
ち
各
種
事
務
・

事
業
白
取
り
扱
い
は
、
先
進
事
例
を
見
る
と
約

2
0
0
0項
目
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

協
議
会
は
公
開
で
開
催
し
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
協
議
の
内
容
は
随
時
、
協

議
会
だ
よ
り
、
各
市
町
村
広
報
、
協
議
会
ホ
ー

ムベ
1
ジ
な
ど
で
住
民
申
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
、
電
子
メ

l
ル
等
に
よ
り
ご
宜
見
を
伺
い
な

が
ら
進
め
ま
す
。

太枠で図んだ4市町村で
鑑定合併箇陵会包立に向
けて溺儒を濃めています.

畏門町

n 
-合併惚議会設立1'11話会で協議した内容..、市の 圃

lホ ムヘ ンで待目的3お知り t，Lています . .-w川

lこ旦見 二位問 lI!I'iII.l在のζ警守は合併?監査玄ヘ .

11包，.，・11IIIIIIII白必)か-・UIiliIi*iM ・-囚..・ .
1 則 a.llflganoρj) 圃

(自治会、巨など)

t 

[4J 

-
事
務
・
事
業
の
調
整
方
針
寮
(
※

2
)

4
市
町
村
由
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
格
差
や

制
度
目
遣
い
が
あ
り
、
そ
白
調
整
に
よ
っ
て
は

住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
大
き
な
彰
署
を
与
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
ど
白
よ
う
に
実
現
し
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
と
う
調
整

・
解
消
す
る
か
を
念

頭
に
置
き
、
次
回

7
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き

事
務

・
事
業
の
調
整
に
あ
た
り
ま
す
。

14，11，16 

事務・事業の調整方針案

1 各市町村が持つ地域特性、文化に配慮しながら 広い観点でまちづくりを考え、地緩のー

体的芯発展に努める。

2 住民東など各種E明書の発行や各種申請の手続き、福祉保健サービス、各覆絡股の利用
など住民生活にかかわる事項は 住民の皆さんの視点を大切にし、速やかな一体性の確保
に努める。

現在、各市町村で行っている各種行政サ ビスについて差異のあるものは、サ ピス水準

をできるだけ世下さ世主主いことを原則とし、住民け ピス住民福祉の向上に努める。

地方裂や手数料使用料など住民の皆さんが直接負担するものは、税率や料金について負

世A平の原則に立ち、不公平感を与えないようじ。うぶん配慮する.

新市の効率的芯財盟理宮を目指し、地方分権社会に対応した健全財政に努める。

行政改筆の観点から、事務事業の見直しに努める。

土地開発公社、社会福祉協槍会、商工会機所商工会などのA共的団体の一本化に努める。

3 

4 

y 

5 

6 



• 
も山造りに参加しませんか/

よ小森林整備パートナーシッブ会議事務局 (扇轟轟丙盃語弓官主7
bとき 12月7臼出午前10時~午後3時 bところ 上回市東山市有林 t集

合場所 自然運動公園駐車場 b向曹 ポラノティアで森体監惜(除間伐)をし

よう(雨天中止) t持ち物 E虫、手のこぎりなど t定員 3C名 b申し込

み 11月29日幽までに盟林器へ tその他 作業のできる服装でお越しくださL、。

お昼には豚汁を用宜します。まき(アカマツ)や門絵を持ち掃ることもできます

お知らせよ
困
創
造
館

ロ
月
の
催
し上回

創
道
館
(
宮田・
1
1
1
1)

画
自
4
1
0
0
)

-
し
め
縄
づ
く
り

(参
加
無
料
)

マ
と
き

ロ
月
日
日
間
午
前
9
時

1
正
午

マ
内
容

前
垂
れ
し
め
や

ご
ぼ
う
し
め
等

マ
服
装

汚
れ
て

も
よ
い
作
業
の
し
や
す
い
服
装

マ

持
ち
物

花
ば
さ
み

マ
申
し
込
み

四
月
6
日
幽
ま
で
に
、
電
話
か

F

A
X
(名
前
を
記
入
の
上
、
「
し
め

細
部
り
」
あ
て
へ
)
で

マ
そ
の
他

親
子
で
も
害
加
で
き
ま
す

-
第
市
田
上
小
地
壊
小
中
学
絞
児
童

生
徒
作
品
展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

ロ
月
幻
自
由
1
来
年
1

月
日
日
開
午
前
9
時

i
午
後
4
時
叩

分

マ
内
容

上
小
地
域
小
中
学
校

児
童
生
徒
白
絵
画
・
野
道

・
立
体
作

品

マ

そ

の

他

ロ
月
却
日
佃
か
ら

来
年
1
月
3
日
幽
ま
で
は
休
館

• 市役所代表電話

622・4100
困25・4100

-
凧
展
〔
入
場
無
料
)

マ
と
き

ロ
月
例
日
仰

i
来
年
l

月
日
日
間
午
前
9
時

3
午
後
4
時
却

八万

マ
内
容

信
州
上
回
常
国
凧
保

存
会
と
築
地
凧
ク
ラ
プ
白
大
凧
白
展

示
ほ
か

マ
そ
の
他

四
月
却
臼
側

か
ら
来
年
l
月
3
日
掛
ま
で
は
体
館

旧
畑
町
川
畑
刷
出
回

-
太
陽
の
黒
点
在
見
ょ
う

(参
加
無
料
)

マ
と
き

ロ
月
7
日
凶
午
前
叩
時

3

U
時

-
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

〈参
加
無
料
)

マ
と
き

ロ
月
7
日
出
午
前
自
時

却八
7
1日
時
間
叫
升
マ
内
容

ク
リ

ス
マ
ス
カ
ー
ド
づ
く
り

マ
対
象

5
歳
以
上
白
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

マ
定
員
先
着
目
組

マ
申
し
込

み

U
月
犯
日
開
ま
で
に
、
電
話
か

F
A
X
(郵
世
昔
f
J
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢

・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
「
親

子
パ
ソ
コ
ン
畳
付
樺
」
あ
て
へ
)
で

・
凧
作
り
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

ロ
月
H
日
凶
午
前
日
時
6
3

1
時
初
丹

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影

マ持
露
龍
簡

午
盛
l
時
初
分
1
・

3
時
1
(
2
回
投
影
)

マ
内
容

寺
田
星
空
と
南
極

マ
そ
の
他

上

小
地
域
内
の
小
・

中
学
生
と
同
伴
白

保
護
者
は
無
料

-
視
聴
覚
室
衛
星
通
信

「
子
ど
も
放
送
局
」
(
入
場
無
料
)

マ
放
映
時
間

午
前
叩
時
泊
分

1
正

'r
 

4
 

・
体
育
館
の
利
用

マ
と
き

第
2
・
4
土
曜
日
午
前

9
時

1
午
後
5
時

マ
そ
の
他

上

小
地
域
内
の
小

・
中
学
生
と
同
伴
田

保
護
者
は
無
料

-
臨
時
体
館
の
お
知
ら
せ

ロ
月
2
日
側
は
、
館
内
の
滑
稲
田

た
め
臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。塩
田
の
館
「
そ
ぼ
処
」

2
周
年
記
念
感
謝
祭

塩
図
の
館

(
曾
認

-
1
2
5
1
)

信
州
申
鎌
倉

・
塩
田
平
を
一
望
で

き
る
塩
回
目
館
に
、
「
そ
ば
処
」
が

オ
ー
プ
ン
し
て

2
周
年
を
迎
え
ま
し

た。
日
ご
ろ
か
ら
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ん
に
感
謝
を
込
め
て
、
ロ

月
l
日
佃
か
ら
同
羽
田
働
ま
で
戸
2

周
年
記
念
感
謝
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
魁
し
く
だ
さ
い
。

マ
営
業
時
間

午
前
日
時

3
午
後
2

時

マ
そ
の
他

期
間
中、

《里
帰

り
そ
ば
》
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

い
た
か
た
に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す

不
用
晶
に
な
っ
た
も
の
‘
ほ
し
い

も
の
が
あ
リ
書写
し
た
ら
廃
車
物

対
鍍観
肉ヱコ・
ハ
ウ
ス{直通
信

n

6
1
4
4)
ヘ・0憂
げ
付
げ
12

午
前
叩
時

g午
後
4
時
)

“

不
用
品
の
畳
録
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
白

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
畳
録
期
間

は
3
か
月
で
す
。

マ
ベ
ビ

I
布
団
一
式
マ
お
む

つ
用
パ
ケ
ツ
マ
マ
マ
コ
ト

マ
電
気
ス
卜
プ
マ
全
自
動
洗

瀧
慢
マ
電
気
こ
た
つ
マ
三
輪

車
マ
自
転
車
(
小
学
校
高
学
年

用
〉
マ
ガ
ス
レ
ン
ジ
(
都
市
ガ

ス
用
)
マ
湯
沸
し
器
(
都
市
ガ

ス
用
)
マ
食
器
概
マ
サ
イ
ド

ボ

l
ド

マ
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
(
男

性
用
)
マ
剣
道
の
面
マ
電
話

機

(
N
T
T山

市

)

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
ン
l
ト
マ
歩

行

器

マ

テ

レ
ビ
マ
パ
ソ
コ
ン

マ
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
マ
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ

マ
冷
蔵
庫
マ
原
付

自
転
車
マ
ガ
ス
オ
ー
プ
ン
マ

ノ
フ
ァ
l
三
点
セ
ッ
ト
マ
本
箱

マ
整
理
ダ
ン
ス
マ
老
人
用
手

押
し
車
マ
幼
児
用
英
語
教
材

マ
学
生
服

(
1
7
0
g
v世

界
文
学
金
集
マ
リ
ヤ
カ
ー

14.11.16 [5) 



「
ヒ~o

率直なご意見ぎ
かせてください

母袋市長が市政に対する皆さんのご意

見を直接E聴きし、「生活者起点」町市

政運営の書考にさでていただく「市民と

市長の日」を開催します。参加を希望さ

れるかた1.33申し込みください。

なお職員も同席させていただきます。

-と き 12月19日同午前10時~正午

・ところ 市長室 (市世所3階)

・対 量市内在住か在勤のかた(グループでも可)

.募集人勤 5人(組)

.想敵時間 l人(組〕につき2C分程U度

・申し込み

はがき .FAX・屯子メ ルのいずれかに必要事項を記入し、 11月28日制

まで [必晋]に申し込んでください。

・必要牢記入事項

住所 ・氏名 ・電話番号 ・暗したい内容(市政に閲すること)を記入してく

ださ L、。なお、グループでの申し込みの掛合は、代表者の性所 ・氏名伝どを

記入するとともに、重参加入量もお嘗きください。

.申し込み先

「はがきJ....，386.8601 上岡市世所硲警線内 「市民と市長の日」係

rFAXJ 困 23・5111 上関市世所拙曾課内 「市民と市長の日」係

「電子メ ール」 アドレス hishoka@city.ueda.nagano.jp(件名を、 「市民

とiti長の日」申し込みとしてくださ L、〕

言li1 
i131 
室I1

日
ご
ろ
抱
え
て
い
る
経
営
上
白
悩

み
な
と
、
内
容
に
応
じ
て
専
門
家
か

ご
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

法
律

・
税
務

・
年
金
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

こ
の
償
金
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

O 

-その他

応募者多量の場合は、鍋遣をさせていただく場合があります。重参加が決定

したかたには、閥惜日のおおむね一週間前に、当日お越しいただく時間をお

知らせします。

.問い合わせ 泌曹盟(2)22・41田園1112)

マ
と
き

ロ
月
2
日
開
午
前

m時

i
午
後
4
時

マ
と
こ
ろ

上
回
商

工
会
議
所

マ
相
談
内
容

経
営
、

金
融
、
法
律
、
税
務
・
記
帳
、
労
働
、

労
務
、
年
金
、
不
動
産
、
畳
記
、
特

許
、
求
人
、
求
職
な
ど

マ
相
談
担

当
者

弁
護
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、

税
理
士
、
司
法
書
士
、
不
動
産
鑑
定

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
宅
地
建
物

取
引
主
任
者
、
関
係
官
庁
担
当
者
な

と

マ

相
談
料

無
料

¥ I.LF官 '

ろ 程マ目 ぜひご、 俄iてし用 量たとし 働皆さく
講番座号 開催日 時間 内容 対象者

54 
12月7日出 ・

10叩 -15:30 3次冗CAD撮ソ作フ法ト 般2十ーあ製る固1の知蛾が
21日出 (Shade) かた

55 12月11日出・ 18:0日-21凹 〔ワ文ー書ド作)成初級 パソコン初心者

のおと ださ す。 教育T 求職や中
13日樹ー 16日開

56 12月17自国 ・ 9 :3日-15:0日 ァーターベスソフト 文学入力が Z22 E 
18日嗣 (アクセス)初級 でさるかた りい セの

57 
12月19日開・

日:30-15叩 ブレセーンT ーションソフト 文字き入力が o ミか
) 2 e 6 e 20日掛 (パワーポイント)初級 でるかた 〔常 マ ナた

12月9日伺ト
9 ，30-15，00 I ワ文ー書ド作)成中級 作ワ成ーでドき文る章かがた

と lを
58 11日嗣

59 
12月四日間 ・

表計野 手諸良 重訓練校 量わ 品前 型容グ 他 言) コ震27日圃 9 :30-15凹(エクセJ 中級 セ・ル | 
ミ日 l ス l

60 1月14臼凶 ー 9 :30-15:00 データベースソフト 文字入力が せ にナ時プ 2l  
15日嗣 (アクセス)初級 できるかた ・ ご lで 3 

61 
1月17包囲

1月18日出 9 :30-16:00 I (I~?一ポイン卜)初級 できるた 込み まり にで O

62 1月四日間 ワ文章ド作)成中 ワードの墨'*'を 、の 0
21日凶 ・22日嗣 18:00-21:00 I 級 マスターしているかた さす 希望す人程度15円 マ定員

じコくりコース いオ ( 

1月27日開 表計 工クセルの基本を ITI'i!V ー
63 28日凶・ 29日嗣 18:00-21凹 (工クセル算〉中級 マスタ しているかた 上小等商 マ問 者希望ダ内る その 購座

じっくりコース l の 各

を対1月)の日程(12月.仕事に生かす 1Tセミナ

[ 6] 14.11.16 

.12月の粗大ごみ回収目
12月21日出…クリーンセンター駐車場
回収時聞は午前10時~正午。処理費用〈実費)がかかります。



都市計画課(宮23・5127)「第t;@千lIa111引 iーンヴズーワ」奄実施しました
「上回の景観回避」にも選ばれ、市民の憩いの場所ともなっている千陶川を主しく

後世に缶え、 白熱環境と畳姐づくりの大切さを体験していただく 「千幽川クリ ーン

ウオーク」を、 10月27日但)に実施しました。

当日は、母謹市長をはじめ500人を超す市民の皆さんが参加し、ハ プ描から上

堀グラウンド一帯にかけての消冊活動に汗を流しました。 1時間余で回収したごみ

の量は昨年より俗幾分減ったものの、大量なごみが回収されました。

私たち一人ひとりが、川はごみ捨て場ではないことを自覚し、日本一長い信浪川

となる千曲川の景観を蓋しく保つ取り組みの輸を広めていきましょう。

》

し
な
の
木
通
り
ま
ち
づ
く
り
協
瞳
舎
が

道
路
の
里
親
に都

市
計
画
隈

(
宮
田

5
1
2
?
)

こ
白
度

「
し
な
の
木
通
り
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
〔
塚
田
悟
会
長
ど
が
、

長
野
県
・

上
田
市
と
ア
ダ
プ
ト
シ
ス

テ
ム
回
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
平
成
8
年
に
上
田
市

と
長
野
県
に
認
定
さ
れ
た

「景
観
協

定
」
締
結
団
体
で
、
こ
れ
ま
で
も
環

境
美
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ア
ダ
ブ
ト
シ
ス
テ
ム
と
は
道
路
の

里
親
制
度
と
訳
さ
れ
、
道
路
白

一
定

区
聞
の

「里
親
」
と
し
て
道
路
管
理

者
と
協
定
を
取
り
交
わ
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
生
迫

・
植
樹
等
の
美
化
活

動
を
行
う
制
度
で
す
。

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
市
村
福
江
様
(
新
田
)

/
現
金
5

万
円
/
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

マ
宮
下
賢
様
(
踏
入
)

/
環
境
に
や

さ
し
い
洗
剤

(8
万
円
相
当
)
/

福
祉
施
設
等
へ

マ
小
avJン
ス
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
寒
村
委
員
会
様
/
現
金

目
万
8
1
0

9
円
/
社
会
福
祉
基

金
と
し
て

マ
池
波
豊
子
保
(
東
京
都
品
川
区
)

市
内
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
「ガ

1

・

-

ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
富
団
」
・
「上

…

灯

油

漏

れ

事

故

に

注

意

し

ま

し

ょ

う

…

田
市
中
央
通
り
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
山

1
1
1
1
11
ltil
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-

・
「
下
本
郷
地
区
花
と
緑
町
街
づ
く

…
附
防
体
四
伊
肪
繰
円
四
凶
い
同
れ
れ
同
νレ
陸
幅
四
閣
陳
h

回
同
い
同

H
阿
川
口

り
協
議
会
」
・
「川
辺
町
商
工
振
興
会
」
山

毎

年

、
油
類
の
流
出
事
故
が
書
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

.

の
4
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

"

漏
油
事
故
白
状
況
を
見
る
と
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク

-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
E
-
-
E
…
に
小
分
け
す
る
際
に
、
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
り
、

パ
ル

プ

の

.

-
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
へ
一
一
閉
め
忘
れ
が
原
因
で
、
水
路
等
に
油
が
流
れ
出
て
し
ま
う
ケ
ス
が

園
お
出
か
け
く
だ
さ
い

τ

F
H
b
u
rド
ド
ゎ
ド
ド

r
l
E
L
"
事
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

h
同
げ
は
山
同
同
同
回
同
い
日
向

山
人
聞
は
、
物
事
を
よ
く
忘
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

「忘
れ
た
」

-

mハ
ソ
コ
ン
相
談
室
"
こ
と
が
分
か
ら
牢
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
や
機
鵠
に
つ
い

…
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
た
め
、
灯

油

等

を

.

て
白
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

"

取

り

扱

う
機
会
が
書
く

E
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
次
の

マ
と
き

ロ
月
幻
日
間
午
前
凶
時
1
山

点

に

注

意
し
、
油
漏
れ
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

山

正
午

マ

定

員
先
着
叩
名

マ
相
"
.圃

油
漏
れ
事
故
防
止
の

続
料

無
料

マ
申
し
込
み

事
前

山
圃

②
小
分
け
後
は
、
パ
ル
プ
や
コ

y
ク
…

に
、
電
話
で
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
…
・
一
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う
@
山

阿
川
い

I
l
l
i
-
-
I
l
-
-

…m悶
閉
山
間
財
閥

u

am関
阻
岡
剛
附
岡
田

/
現
金
1
0
0
0
万
円
/
池
波
文
一山
①
ホ
I
ム
タ
ン
ク
が
固
定
さ
れ
て
い

①
事
故
発
生
時
に
は
、
火
災
の
危
険

…

学
ふ
る
さ
と
基
金
へ
(
池
波
正
太
一山

る
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

性
が
あ
る
白
で
、
消
防
署
へ
速
や

山

郎
真
悶
太
ヰ
記
館
連
古
賀
)

一…
②
ホ
l
ム
タ
ン
ク
が
傾
い
て
い
な
い
か
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

マ
醐
祥
園
様
/
現
金
5
万
円
/
社
会
一山

か
占
検
し
ま
し
ょ
う
。

②

河
川
に
流
入
し
た
場
合
は
、
少
量
…

稲
祉
基
金
と
し
て

一…
③
パ
ル
プ
や
配
管
に
亀
裂
や
漏
れ
が
で
あ
っ
て
も
水
道
水
ゃ
、
和
類
、

マ
匿
名
/
現
金
印
万
円
/
社
会
栢
祉
一一

な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

農
作
物
等
に
多
大
な
被
害
を
与
え

一

基
金
と
し
て

一一
④
防
油
捉
内
に
、
水
や
土
砂

な

ど

が

る

可

能
性
が
あ
る
白
で
、
消
防
署

一

マ
山
本
勤
様
(
愛
知
県
豊
橋
市
)
/
一…

た
ま
っ
て
い
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
や
保
健
所
な
ど
へ
速
や
か
に
通
報

…

現
金
l
万
5
0
0
0
円
/
点
字
国
一…

ぅ
。

し
ま
し
ょ
う
。

脅
館
整
備
資
金
と
し
て

一…
⑤
ホ
1
ム
タ
ン
ク
の
残
量
を
定
期
的
③
河
川
へ
流
入
し
な
い
よ
う
に
、
士
…

マ
清
水
る
り
子
様
(
石
川
県
金
沢
市
)
一…

に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

砂
江
ど
で
応
急
処
置
を
し
ま
し
ょ

…

/
現
金
1
万
円
/
点
字
図
書
館
整
一
広
岡
川
帆
川
同
岡
崎
同
州
》

ぅ。

一

備
資
金
と
し
て

一一
①
ホ
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
④
河
川
な
ど
に
油
が
流
れ
て
い
る
の

一

に
小
分
け
す
る
際
は
、
絶
対
に
そ
を
発
見
し
た
場
合
は
、
消
防
署
へ

…

の
陥
明
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
速
や
か
に
通
報
し
ま
し
ょ
う

0

.

(
平
成
H
年
同
月
幻
日
現
在
〉

12月7日出 ツルヤ大塵庫、マツヤ土図II
12月14日出 西友秋和慮、西友三好町信、 Aコープコア塩困庖
12M21日出 マツヤよ図インター底、やおふく上場窟
12月28日出 シャスコ上回庖 しおだ野シヨヲビングセンター

程回同の
固

n
勾，‘M

L
R
 

州

問

崎

イ

剛

刷

陣
H

，
{
布

u
f
包
T

宮
M

1
.
正

ド
ω

紙

ン

崎

盲

エ

噛

缶

ク
間

ι

-
聞
び

十
時
の

向
山
肌
臨

• 
14.11.16 [7) 



地置に強い建鎮物となるよう

耐震改修を進めましょう〆民
平成7年 l月に発生した阪神 ・淡路大震史では、建築物の剖壊など

多数の被害が生じ、事くの貴重な人命が長われました。

地震のょっな自然災害はいつ起こるかわかりません。あなたの命と

財産を地震から守るため、建築物の耐震器断・ 耐震改酵を実施しまし

ょっ。

ることが望ましい建築物は

-バランスの悪い建築物

1階の一部が駐寧場の建築物

収
納
特
別
対
策
を
実
施

積
金
歯
曹
の
滞
納
魅
現
在
行
い
ま
す

、I主主E週
-比較的古い建築物

昭和56年以前の建霞物
老朽化が著しい建築物

収
税
隈
(
宮
田

5
1
1
7
)

市
で
は
、
市
民
自
税
負
担
等
の
公

平
性
の
催
保
と
収
納
率
白
向
上
を
図

る
た
め
、
日

・
ロ
月
白

2
か
月
間
に
、

部
長
職
以
上
の
職
員
に
よ
る
収
納
特

別
対
輩
を
実
施
し
ま
す
。

現
在
滞
納
と
な
勺
て
い
る
市
税
や

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

保
育
所
費
負
担
金
、
上
下
水
道
料
金
、

C 

下
水
道
負
担
金
な
ど
を
徴
収
す
る
た

め
、
各
家
庭
へ
訪
問
し
市
政
に
つ
い

て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施

し
ま
す
。

市
で
は
、
市
街
地
で
公
共
下
水
道
、

農
村
地
域
で
良
葉
県
蕗
排
水
施
設
の

工
事
を
進
め
、
下
水
道
の
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い

豊
か
な
自
然
と
水

上
す
水
道
周
営
健
聴
{
宮

n
・1
3
1
3
)

ー・園時障
建築物は、安心して生活できるよう、地震に対して十分な耐力を持

つことが必要です。

まずは、自分の目であなた白家の安全を確かめてみてください。特

に、地盤 .lll物の形 ・筋かい・壁のバランスと量・老朽化などがチェッ

クポイン卜です。

一般のかたでも、自分で簡単に耐震診断ができる、簡易診断パンフ

レット 「わが家の耐震診断量」も用意してあ りますのでご利用くださ

い(この診断査は、在来工法白木造住宅用です)。

なお、詳しくは建築住宅諜までお尋ねください。

どうしたらいいの

下
水
道
は
、
快
適
な
市
民
生
活
を

支
え
る
最
も
基
本
的
な
施
設
で
あ
り
、

私
た
ち
が
暮
ら
し
の
中
で
使
用
し
た

水
を
、
き
れ
い
に
処
理
し
て
か
ら
川

や
海
に
一民
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
関
係
す
る
地
域
の
皆
さ

ん
全
貝
が
利
用
し
な
け
れ
ば
、
汚
れ

た
ま
ま
の
ホ
が
流
れ
込
み
、
自
然
白

水
循
環
を
填
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

使
用
可
能
な
区
域
で
ま
だ
使
用
さ

れ
て
い
な
い
か
た
は
、
早
期
に
使
用

〈

建築住宅課指導審査係(宮22・41001i11541・1542)-問い合わせ

す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
4
月
現
在
白
普
及
状
況
は
、

左
蓋
の
と
お
り
で
す
。

[B] 14.11.16 

1・5入札
(平成14年 4月 1日現在)

公共 農業察軍

下水道 排水施骸
合計

普及率

暫司
46.9% 12.7% 59.6% 

水決化率

利用人口
89.3% 70.6% 85.3% 

醐可証司

曹
財
隈
白
典
的
係
(
宮
田

5
2
5
7
)

平
成
日
・
同
年
度
に
市
が
購
入
す

る
物
品
と
、
市
が
発
注
す
る
建
設
工

事
・
強
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
聾
務
の

入
札

(見
積
)
に
書
加
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は

「入
札

(見
積
)
書
加
麟
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
申
請
す
る
と
来
年
4
月
l
日

か
ら
平
成
げ
年
3
月
白
日
ま
で
、

2

年
間
有
効
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
受
付
踊
簡

柏
町
田
・
逝
設
工
事
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
来
年
l
月

6
日
側
;
同
白
日
働

(今
回
か
ら
申

請
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で

ご
留
置
を
)
す
そ
の
他

「物
品
」

は
申
請
書
類
〔
市
の
指
定
用
紙
)
を
、



の相談

談律相
(予約制〉

5矧.1翼民健康保険税

便利で確実在口座振替のご利用を

豊付i立。

生活環機標
(本庁舎 1階)

() 

「建
設
工
事

・
鐙
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
」
は
募
集
要
項
を
、
ロ
月
2
日
か

ら
管
財
課

(市
役
所
南
庁
舎
3
階
)

で
希
望
者
に
そ
れ
ぞ
れ
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
上
田
市
ホ

I
ム
ベ
ジ
に
も

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
提
出
先

管
財
課
契
約
慌

マ
募
集
団
地

問
月
2
日
聞
に
公

表

マ
募
集
期

間

口

月
2
日
開
i

向
9
日
開

マ
入
居
者
決
定
方
法

公
開
抽
選

マ
申
し
込
み

市
役
所

本
庁
舎
4
階
建
築
住
宅
課
へ

社会福松協強会
(n27・8凹 0)

農地問題相談

相政1す

' 

抱
月
4
目
5
同
叩
臼
は

『
人
権
週
間
」
で
す

ど
日
常
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

な
と

-m
野
地
方
議
務
局
よ
国
支
局

(
宮
田

2
0
0

・E)

長
野
地
方
法
務
局
と
上
田
市
町
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
人
権
週

間
の
行
事
由

一
環
と
し
て
、
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

4
0

、
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
相
談
日

下
表
、
人
権
相
談
日

程
表
の
と
お
り

マ
相
談
内
容

い

じ
め

・
虐
待
等
子
ど
も
に
関
わ
る
問

題
、
セ
ク
ハ
ラ
等
女
性
に
関
わ
る
問

題
、
親
子

・
夫
婦

・
近
隣
の
問
題
な

社会福祉協磯会
(包22・回目}

Jこ図商工会議所
(D22・45四)

-人権相臨日程表
「一一ー一一ー一一一一一一一

川西公民館

ろ」とき

12月4日附
午前叩時~午桂3時

と

市世円高南庁舎6階

塩田公民館

12月5日同
午撞 1時-4時

午前liEEEg3時|贋村醐暗センター

12月叩日凶
午桂1時-4時

都
市
計
画
道
路
の
計
画
決
定
変
更

公
告
・
鑑
賞
聖
行
い
ま
す

都
市
計
画
際
{
宮

n
・5
'
2
7
)

都
市
計
蘭
道
路

「上
堀
大
屋
線
」

白
変
更
の
公
告

・
縦
覧
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
白
変
更
に
つ
い
て
は
、

長
野
県
知
事
あ
て
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
縦
覧
期
閥

横
了
日
ま
で
)
。

マ
縦
覧
場
所

長
野
県
土
木
部
都

市
計
画
課

・
上
田
建
設
事
務
所

・
市

都
市
計
画
課

マ
縦
覧
期
間

日
月

お
日
間叩
i
u月
9
日
叩

変更両容

一・現在の都市計画道路「よ掘大屋輔Jは、国道152号
に鋭角に進入する交差点と立っていることから、
より宜主主主差点にするために、直角進入に近い
主差点に変更する。
上E己に伴い、道路棉形を一部変更する.

路棉名

上堀大屋輔

14.11.16 [9] 



登山道奄董備し

皐堕圭量董血
今回が4回目となる市民の森からの

量山道を用いた烏帽子岳量山が、 9月

11日出、 39名が書参加して行われ、総距

般的10kmを歩きました。この自のa参加
者の多くは初めて歩く登山道との事で

したが、家問看板等の盤備を年々進め

てきており、霊山道を多く 般釜山者

にもお会いすることが出来ました.ぜ

ひ、備さんも一度歩いてみて除いかが

でしょうか。

.問い合わせ

「生涯学習とまちづくり』シンポジウム開催
命事教育機問、市民団体、行政の協働により開催している 'I'.IJl1学科まちづくりモ

デル文復事業Jによる「生涯学科とまちづくりJ'/ノポンウムを伺催します。

干与さんでい勺しょにまちづくりをしませんか。

1>テーマ 地緩学習とまちっくりー・市民の再発見・再創造問 1>とき 11月30白

出午後 1時-，時四分 令ところ 星野大学リブロホール1>内容 由萎調筒演「生

産学習のあらたな地平J(麟師中央大学文学部教授 島田修ーさん) 申シンポジ

ウム「生涯学習とまちづくり・私たちの提案」 ・民話を若かしたまちづくり(塩田平

民話研究所、信州篠倉村 ・斎蔵孝さん) ・里山再生の地域づくり(里山再生アドパイ

ザ ・清水皐爾さん} ・地産地消のまちっくり(朗自を創るト キングプラザ11、重

罰〈らぶま~ゆ ・中島邦夫さん)・長野大学生涯学習センタ の取り組み(長野大学

助教侵 ・吉田曜美さん) 1>その他 民児希望のかたは、あらかじめお申し込みくだ

さい 1>問い合わせ 生涯学習限生涯学習係(包23・5102)

成
人
式
の
車
内
状
の

送
付
に
つ
い
て

生
涯
学
習
際

(
g
n
-
5
1
0
4
}

平
成
時
年
の
成
人
式
は
、
昭
和
田

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
田
年
4
月
l

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
が
対
量
に

な
り
ま
す
。
上
田
市
に
住
民
畳
僻
さ

れ
て
い
る
か
た
に
は
、
年
内
に
案
内

状
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
学
生
な
ど

で
ヒ
田
市
外
に
住
民
畳
録
を
し
て
い

る
か
た
で
、
車
抜
が
上
田
市
に
住
み
、

成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
場
合
は

ロ
月
初
日
悩
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

ご
辿
絡
く
だ
さ
い
ロ
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

-
平
成
時
年
の
成
人
式

マ
と
き
来
年
I
月
ロ
日

{日
晦

r 
体膏探(倉23・510渇)

四
，、

日
・
成
人
の
日
の
前
日
)
午
桂
l
時

却
分
か
り
マ
と
こ
ろ

中
学
校
区

に
あ
わ
せ
、
地
壇
ご
と
に
左
表
白
4

会
場
で
行
い
ま
す

中央地区
西宮臨地区

上野が丘
地区

上悶創造館|様爾地区
ホ ル 1/11西地区

智計百
文 化
センター

直
環JJ!aI1・
主与Zニ

<1' 
<1' 

中

<1' 
申

= 

五

平
成
時
年
度
『
乎
ど
も
ゆ
め
畠

金
」
活
動
助
成
の
お
知
ら
せ

手
ど
も
ゆ
め
S
傘
(
雪
国

5
?
g
o
e
1
1
?
)

生
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子
ど
も
ゆ
め
基
金
で
は
、
幻
世
紀

を
担
う
夢
を
持
っ
た
子
ど
も
の
健
全

育
成
を
進
め
る
た
め
、
民
間
団
体
が

実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
や

能
郡
活
動
な
ど
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。マ

助
成
対
象

①
子
ど
も
の
体
験

活
動
回
煩
興

②
子
ど
も
の
規
制
官
活

動
の
振
興

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

で
利
用
可
能
な
子
ど
も
向
け
町
教
材

を
開
発

・
普
及
す
る
活
動
マ
そ
の

他

説
明
会
を
日
月
初
日
附
午
桂
7

時
か
ら
教
育
委
員
会
で
開
催
し
ま
す

の
で
ご
害
加
く
だ
さ
い
。
群
し
く
は

子
ど
も
ゆ
め
基
金
ホ

1
ム
ベ
l
ジ

(Z
苔

¥¥awaos。ロ
ω
吉
岡
O

】旦

EHH揺
る

を
ご
覧
く
だ
さ
い

田中|JJ1;レマ!田地区

生
豆
還
準
留
畑
際

(
e
n
s
-
0
2
}

あ
な
た
は
、
干
的
公
園
か
ら
上
田

市
を
眺
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

空
と
水
と
凪
が
出
会
う
と
こ
ろ
。

そ
れ
が
上
岡
市
で
す
。

雄
大
な
風
景
か
ら
生
ま
れ
た
背
審

物
語
。
上
回
演
劇
塾
初
め
て
の
創
作

で
す
。

マ
と
き
ロ
月
7
日
出
、
同
8
日

間
午
桂
3
時

開

演

マ
と
こ
ろ

上

田
市
文
化
会
館
マ
チ
ケ
ッ
ト
前

売
券
大
人

1
0
0
0円

〔当
日

1
2

0
0円
〉、
子
ど
も

5
0
0円

(当

日

7
0
0
円
)

い
ず
れ
も
輯
軒
で
す
。
時
間
ま
で

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

.
親
子
で
楽
し
む
図
・
館
前
座

ー
図
.
飽
探
検
1

図
書
館
を
使
い
こ
な
す
術
を
学
ん

だ
り
、
普
段
入
る
こ
と
白
で
き
な
い

替
庫
等
も
ご
案
内
し
ま
す
。

?
と
き

四
月
1
日
回
午
睡
l
時

初
分

3
3時
泊

分

マ
と
こ
ろ

図

替
館
2
階
大
会
噂
宣
マ
購
師
図

轡
館
探
検
隊

「
ご
、
ム
」
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-
親
子
で
楽
し
む

I
T
m
習
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
読
み

た
い
本
を
探
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

ロ
月
8
日
制
午
前
回
時

1
正

午

マ

と
こ
ろ

図
書
館
2
階

大
会
議
室
マ
構
師

上
目
立
子
短

期
大
学
講
師
・
山
田
英
幸
さ
ん

.
社
会
人
の
た
め
の
情
報
活
用
情
座

5
仕
事
に
役
立
つ
最
新
情
報
収
集

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
ー

マ
と
き
ロ
月
8
日
田
午
桂
1
時

加
分

1
4時
マ

と
こ
ろ

図
曹
館

2
階
大
会
議
室
守
備
師

M

あ
の

検
索
の
位
入
ω

関
裕
司
さ
ん

版
画
奉
賀
状
教
室
開
催
し
ま
す

山
本
剛
肥
念
館
(
富
田

E

・2
8
e
3
}

木
版
画
や
ス
テ
ン
シ
ル
を
中
心
と

し
た
年
賀
状
作
り
実
技
講
習
か
ら
、

畳
講
者
の
必
要
と
す
る
校
数
の
年
賀

状
を
刷
り
上
げ
ま
す
。

マ
と
き
ロ
月
l
日
間
・
同
7
日

出
・
同
日
日
制
午
前
9
時

i
午
桂
4

時

マ

と

こ

ろ

山
本
鼎
記
念
館

マ
講
師
久
保
田
洋

-
さ
ん

(元
美

術
教
師
、
公
民
館
等
の
版
画
教
室
講

師

)

マ

聾
講
料

1
5
0
0
円

(材
料
費
。
な
お
年
賀
状
は
ご
用
意

く
だ
さ
い
)

マ

定

員

却

名

マ

申
し
込
み

U
月
初
日
制
ま
で
に
電

話
ま
た
は

F
A
X
で
山
本
鼎
記
念
館

へ
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|延長五シヨン卓球教室(後期目
bとき 11月22日~来勾3月28日の金曜日 (全10回〉

午桂7時3C分-9時 bところ 動労者体育セノター

[>対象 どなたでもご参加Iいただけます [>定員 20名

[>要参加料 3.000円 [>申し込み 11月20日刷までに

参加料を添えて体育課へ

|市民の森スケート場irl間出トプン.
スケー卜教室、スケート講習会参加者募集 I

市民の轟スケ ト場は、今年は12月21目白にオ←プン

します。当日は無料開肢をしますので、ぜひお出かけ〈

ださL、。また、今年は小学生以上のかたを対象に、スケー

卜教室とスケート講l!1会を開催します。

.スケー卜教室

pとき 前期 12月21日、同28日、来年 1月4目、同

18日の各土曜日 桂即l来年 1月25日、2月 l日、同8
目、 同15日の各土曜日午別9時30分-11時3C分 b定員

20名(先着順) [>畳講料 500円 [>申し込み 前

期教室は12月17日刷、後期教室は来年 l月21日出までに

畳講料を添えて体育盟へ [>その他 申込者は領収証を

提示していただくと入場無料になります

・スケート講習会

[>とき スケ ト教室と同日程 [>申し込み 入場後、

スケ ト場で午前9時30分までに係且へ直接申し込んで

ください [>定員 30名

|ナイタースキー教室 |目
bとき 来年 l月9日-3月6日の木昭日 (全9回)

午後6時50分-8時50分 bところ 甘平高原スキー場

日の出ゲレンデ (現地集合) [>封量 市内在住 ・在鋤

のかた [>定員 50名 (先着順) [>書加料 6.000円
[>申し込み 12月25日制までに華参加料を添えて体育課

へ

|第4回上田市小学生ドッジボール大会 11

bとき 来年 1月26日田 bところ 白熱運動公園体

育匝[>対量 市内在住の小学3-6年生 [>チーム編

成 小学3・4年生で編成した混合 (男子のみ可)およ

び女子の部L小学5・6年生で編成した混合 (男子のみ

可)および女子の部 (チーム構成は監督 1名、正直手12

名とし買代選手は 8名まで) [>競技方量 リーグ臓を

行い、決勝トーナメ/トを行います (量参加チーム置によ

り宜Eあり ) [>書加料 1チーム3.000円 [>申し込

み 12月20日幽までに申込用紙 (体育謀にあります)に

必要準項を記入のうえ容IllI料を添えて体育課へ

r 

学生納税標語0)

入選者決定

上国税務署、上小地方事務所、上小 ・更埴租税教育推進協議会と市で、

税金の役割と期限内納税の重要性を正しく理解していただくため、市内

中学3年生を中心lこ税に関する標語を募集したところ、 801点の作品が寄

せられました。慎重に審査した結果、次の37名が入選しました。(敬称略)

.関東信越国税局長賞佳作 納税はあなたの置しい気持ちです 世野知美(五中)

税白義務明るい未来を築くため 成湾知世( 中) 税金は明るい社会を築くもと 中島将活(1¥中)

-上国税務署長賞 -上田市長賞

税金は 日本を支える大きな手 小林里，少(二中〕 税金は人と人とをつなぐ儒 宮耳慣( 中)

見わたせば税が生きてる慢の町 増薄仁志(=中) 税金はみんなのくらしに生きている 笹井さなえ( 中) ( ) 
ありがとう感謝由気持ちを税金に 菊池亜由美(回中) 税金で作ろう ・っかもう明るい未来小富山洋平(二中)

税金に たくす思いを大切に 倉島祐加(五中) 税金で憧らの町は住みよいくらし 柳沢志郎(二中)

税金は国をまかなうエネルギー 連川真吾(塩田中) おさめよう日本の未来をつくる税 斎藤里曹奈(三中)

税金を 納めて住みよい町づくり 松井宏日(六中) 税金は社会を支える確かな土台 金腸華街(三中)

-上小地方事務所長賞 ちゃんと知ろう税のあり方使い道 富島あい(田中)

住みやすい環境作り税金で 柳沢有紀( 中) つくろうよみんなの笑顔を税金で 塚田真梨子(田中)

税金で笑顔あふれる街づくり 保科亜葺(二中) 支えようみんなの暮らしを税金で 井津拓也(五中)

税金で住みよい暮らし街づくり 新津万里子(三中) 税金で豊かで住みよい街づくり 高塚麻衣子(五中)

手をつなごうくらしと笑顔とこ白税と竹内敦子(四中) 納税は郷土の活力国母ため 要淳史 (塩田中)

支えてる豊かな暮らしを税金が 尾崎映葺(五中) 明るいね税がつくった未来都市 水沢正明(六中)

保障する便利な暮らし税金で 値目和也(塩田中) 惜しまない未来のために納説を 沓掛遭(六中)

納税で見える明日は明るい社会 小富山哲也(六中) .関東信越税理士会上回支部長賞

-上小・更埴租税教育推進協11会長賞 税金で幸せの花さかせよう 竹本情景( 中)

桂金はみんな白町のエネルギー 松本有希幸( 中) 納めようかがやく未来が待っている 滝沢塵子(六申)

税金は明るい未来につづく道 望月翼奈(二中) -上団地区国税モニター友の会会長賞

現金といっしょ に納めるやさ しL、心 岩倉麻紀(=中〉 税金を学んでわかるありがたみ 童子理車(亡中)

広げよう町に元気をこ白税で 宮本由紀(回申) みちがえるあなた白街も税金で 調理耕太郎(六中)

[11] 14.11.16 
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.36時間AIDS(エイズ)電話相談
~かけて話してエイズホットライン~
12月 1目白世界エイズデ にちなんで、エイズに閲

する包括相談を受け付けます。今年は 「女性による、

女性のための電話相談窓口Jが新設されます。どなた

でもお気軽にご相談くださ b、。プライパンーは厳守し

ます。

bとき 11月30日lJ:)午前10時から12月 l日(日午桂10

時まで由36時間(昼夜を1瑚わず受け付けます) 1>相

談担当者 エイズ関述団体職員・ボランティア相談員

1>問い合わせ 36時間エイズ電話相談実行委只会事

務局 ("03・5259・0622)
・36時間AIDS(工イズ)電話相続

輯合相談

女性専用
相 殿

ゲイ相談

レズピアン
相続

英語相談

圃フた時は市民プラザ・ゅう
女性能合相談窓口へ

あなた申悩みや問題をゆっ〈りお聞きし、共に畳

けとめ、心田整理由お手伝いをして、解決申ための

一歩を踏み出す応援をしています。

因勺ていることカfありましたら、どんなことでも

お気軽にご相談ください。

1>相鮫日時 月曜日~士曜日午前9時~午後9時

(土曜日は午桂 5時まで) 1>相敏専用電話 百27・

3123 1>問い合わせ 市民プラザ ・ゅう(材木町 1-

2 -2・"27・2988)へ
・宜性弁護士による法律相鮫{要予約)

11月から女性の弁護ゴによる法律相談を開催しま

す。相談時間は一人30分以内で、相談は輯料です。

b相談日時 毎月第 4木曜日午前10時~正午(12月

の相談日は12月26日開です〉

.専任相談員による相畿

b相談日碕 毎週火 ・木曜日午桂2時-9時(受

付は午後 B時まで)、第 2・4土曜日は午前10時~

午桂5時(受付は午桂4時まで)

G U D 

-寝たきり・痴ほうのかたを
支える家族の会

E 

お昼を囲んでの交流会と健康体操でリフレッンュし

ませんか。

bとき 12月12日附午前10時3日分~午桂 2時45分

1>ところ 上田市役所南庁舎 2階保健センタ- 1>内

容 血圧測定 ・個別相談・ふれあいランチ試食会 ・介

護者同士白話し合い・市へ白要望 ・健康運動指導士に

よる介護者のための健康体掠 1>持ち物 連動ができ

る服装、昼食代 (400円程度) 1>申し込み ・闘い合

わせ 12月 6日出踏までに高齢者介護諜 (t>23・5140)

へ
.. .... .... ..... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーーー.......... . 

: 12月の乳幼児健康惨壷・披量

1>畳付時間 ①乳幼児健康睦査(4か月児・ 1;揖 6

か月児・ 3揖児) 午桂 l時-1時45分②2躍児教

室午後 l時-1時日分 [①、②とも午桂零時3C分以

前の受け付けはできませんJ 1>持ち物 a:乳幼児値

鹿監査母子曲康手帳、健康器査票(赤ち φん手般の

中にありますので記入してお持ち〈ださ L、。3描児は

楓カ・総力検査を実施して、記入してください)、パス

タオル、おむつ、歯ブラシc1歳6か月児)0 3由児は、

尿検査の容器をお追りしますので、お持ちください

② 2棋児教室母子健康手帳、おたずね矧紙、歯プラ

ゾ、コップ、おやつ代(~終盤〕、おやつ用はし ・ フォー

クなどとおDIl 1>問い合わせ 健康推進課(..23・8244)

・保健センター(市役所南昨歯2階)

4か月

1歳 6か月

3 歳

2歳児教室

・梅田母子鍵.センター(泊園・111冒池Eのかたのみ}

4由明 12月12日 14.7.16-8 .15 
3 織 12月13日 11.10.1-11.30

2麓児教室 12月24日 12. 9 ~1 "" 10.31 
※温困 ー川西地区の 1歳6か月児健診は来年 1月です.

・個別10ゆ月児健診 (市内骨量民医癒樋聞)

|個別10か月 112月1日~末日 14.1.16-2 .15 
来10か月児健診1;;1:， 4月以降、市内の書既医療機関で行
うことになりました。なお、対象者には個別に週間し
ます。詳しくほ、健康維謹疎までお易給ください。

※年末1.医療機関で休診日が異なりますので ご確明く
ださい。

-・・....... ..... ....ー ーーー・...... ............. .... ... ........ . 
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経済のしくみを学びました/

• 4 

子どもふれあい市場開催
10月初日出、海野町商庖街のふれあ

い市場21で、キツズマ ト事業「よ田

市子どもふれあい市場Jが開催されま

した。

溝明小学校の5年生2クラスと、東

小学校の4章生3クラスの児童が合計

21のお庖を開設しました。

児童たちは自分たちで仕入れた文房

具や果物、手作りのアヲセサリーやお

-F3章、'

葉子などに値段をつけて販売をしまし 企手作りの商品もたくさん並びました

た。お客さんに買ってもらえて、みん

なとてもうれしそうでした。

この事業は、子どもたちが仕入れや

値づけ、広告・宣伝、庖づくり主どの

開庖準備、実擦の販売活動、その後の

収支決算などの体験を通して、流通E

ど経清の仕組みを学ぶとともに、商業

に関心をもってもらうことを目的とし

て今年初めて行われました。

(13) 14"IU6 

おおぜいのお客さんでにぎわいましたV

/""-ー〆..- F 

dl! 

• 
-上限市銀宵轟員会 . 



今、学校、家庭、地埠社会がそれぞれの教育力を発

揮し、地峨ぐるみで子どもの教育を進めていくことが

求められています。

よ田市教育委員会では、地域に聞か札た学校づくり

を推進し、保積書の皆さんや地喝の皆さん、学校、家

庭、地峨がー悼とBって教育を進めるため中学校を公

開し、子どもたちの様子や段書草どの施慢を見ていた

だき、よ田市町中学綾に対するいっそうの理解を軍め

るために、「学位へ行こう週間」を実施します。

ぜひ、この機会に市内田中学校へお出由、けください。

「糊ヘ行措聞(中学校)J線臨 剥
ーい っ 布、どと芭忠ど尊民事ー

12月16日開

~同20日国

午前9時

午後4時刻分
22・3076

蚕日
国は
同

少
年
健
全
育
成
強
調
月

子塑

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る

ー
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

1

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
本
来
を
つ
く
る

品川
少
年
に
は
、
す
ば
ら
し
い
可
能
性
が
秘
め
ら

れ
て
お
り
、
大
人
に
は
、
少
し
先
を
生
き
る
も

の
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
一
人
前
回
大
人
に

正
し
く
導
き
育
て
る
質
任
が
あ
り
ま
す
。

日
月
は

「全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」

で
す
。
持
さ
ん
も
こ
の
月
間
を
き
勺
か
け
と
し
て
、

百
世
年
の
こ
と
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
受

け
止
め
、
子
ど
も
た
ち
を
協
か
く
、
且
守
り
支

え
て
く
だ
さ
い
。

岨

m湯
の
留
さ
L
W
A

子
ど
も
た
ち
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す

5
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
5

22田13

大
人
に
よ
る
宵
少
年
を
組
っ
た
犯
罪
が
続
い

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
地
域
に
は
、
子
ど
も
た
ち

が
訴
惑
さ
れ
た
り
、
犯
非
に
世
き
込
ま
れ
る
お

そ
れ
由
あ
る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
地
域
の
環

境
を
再
点
検
し
、
手
を
取
り
合
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
犯
罪
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

月
間
中
、
各
自
治
会
の
タ
年
補
導
聾
只
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
尼
で
地
域
の
環
境
を

一
斉
車

検
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
そ
し

て
ご
害
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

「背
少
年

健
全
育
成
協
力
問
の
指
定
」
を
お
願
い
さ
れ
た

第六中学校

C 

商
庖
主
白
皆
さ
ん
は
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え

あ
な
た
の
大
切
な
土
地
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す

S
膏
害
自
動
扇
亮
柵
N
O運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
-s

現
在
、
市
内
に
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
や
雑
誌

な
ど
の
有
害
自
動
販
売
機
が
4
か
所
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
有
害
自
動
販
売
慣
は
、
子
ど
も
た

ち
を
胎
め
地
域
白
人
た
ち
に
与
え
る
影
響
が
大

き
く
、
い
っ
た
ん
設
置
さ
れ
る
と
掻
去
す
る
に
は
、

相
当
な
時
間
、
弾
力
、
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

土
地
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
も

し
集
者
か
ら
揺
を
持
ち
儲
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、

①
販
売
す
る
商
品
の
名
前
や
内
容
を
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

②
契
約

・
設
置
を
す
る
際
は
、

2
人
以
上
で
立

ち
会
い
、
記
録
を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
契
約
替
に
は
、

「，
ノュ

1
ス
の
自
動
販
売

峨
」
な
ど
販
売
商
品
を
具
体
的
に
記
入
し
ま

し
ょ
-
っ
。

③
契
約
に
き
た
人
白
辿
絡
先
を
確
認
し
、
名
刺

を
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
生
涯
学
習
課
や
各
地
区
の
補
導
委
員

に
ご
相
談
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

あ
な
た
の
姿
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち

は
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
ま
す

5
地
堀
の
子
ど
も
は
地
壇
で
育
て
ま
し
ょ
う
5

『
子
ど
も
は
社
会
を
映
す
鏡
」
と
よ
く
司
わ

〈

れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
起
こ
す
問
題
行
動
の

背
景
に
は
、
大
人
白
モ
ラ
ル
の
低
下
が
強
く
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
子
ど
も
た
ち

の
手
本
と
な
る
言
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

14.11.16 [14] 

as倉時
の
岬
惨
さ
L
W
A

あ
な
た
の
来
来
は
あ
な
た
の
手
の
中
に

i
甘
い
誘
惑
に
ご
用
心

i

今
田
世
白
中
は
、
楽
し
い
こ
と
が
い
勺
ぱ
い
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
皆
さ
ん
を
落
と
し
い
れ
よ

う
と
す
る
甘
い
誘
惑
も
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
桂
悔
す
る
よ
り

-h
そ
ん
な
誘
惑
に
は
ハ
ツ

キ
リ

「
N
O
ノ
」
と
宮
い
ま
し

a
う
。
今
の
ス

リ
ル
よ
り
も
将
来
由
自
分
が
大
切
で
す
。
ど
ん

な
大
人
に
な
り
た
い
か
を
思
い
揃
き
な
が
ら
、
い

ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
心
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

i
膏
少
年
相
談
専
用
電
話
に
お
電
話
を

5

芋
校
に
関
す
る
こ
と
、
友
だ
ち

・
家
庭
の
こ

と
、
進
路
や
将
来
の
こ
と
な
ど

一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
っ
専
門
の
先
生
が
あ
な
た
の
悩
み
に

応
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
秘
情
は
厳
守
し
ま
す
ロ

お
気
騒
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

-
膏
少
年
相
畿
専
用
電
話

{
E
2
・
8
0
8
0
)

常
磐
城
教
育
相
談
所
内

(
上
田
市
常
盤
城

6
1
3
1泊
)

問

い

合

わ

せ

生

涯

学

習

限

少

年

係

{
g
n
・5
1
0
4
)



O 

ぞ
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
i

本
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
さ
れ
る
中
で
、
学

校
教
育
に
お
け
る
不
量
校、

問
題
行
動
な
ど
の
現
量
が
小
・
中
学

校
で
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
人
間
形
成
に
か
か
わ
る
深
刻
立
問
題

は
、
学
校
だ
け
の
力
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
串
り
、
『
聞
か

れ
た
学
校
づ
く
り
」
の
中
で
、
学
校
・

地
峨
が
一
体
と
な
り
霊
軟

に
対
応
を
し
立
が
ら
接
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
多
方
面
で
新
し
い

社
会
の
う
ね
り
が
起
き
始
め
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
も
、
子
ど
も
の
学
習
の
充
実
と
地
域
活
動
の
活
性
化

の
た
め
、

『
学
社
融
合
』
の
低
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
確
か
な
教
育
実
践
に
つ
い
て
学
校

・
地
織

・
家
庭
が
お
互
い

に
学
び
合
い
、
話
し
合
う
機
会
と
な
れ
ば
と
考
え
、
次
の
と
お
り

講
演
会
等
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
都
合
を
つ
け
て
ご
怠
加
く
だ

さ
い
.

守
と
き

U
月
初
日
出
午
桂
1
時

泊
分
3
3時
泊
分

?
と
こ
ろ

中

央
公
民
館
3
階
大
会
議
室

マ
演
題

「学
校
と
地
域
で
つ
く
る
鹿
沼

尭
字
社
融
合
の
す
す
め
」

マ
鶴
師

鹿
沼
市
立
石
川
小
学
校
教
頭

・
越

田
幸
洋

(
こ
し
だ
ゆ
き
ひ
ろ
)
先
生

(小
学
校
教
員
を
経
験
陸
、
社
会
教

育
主
事
と
し
て

H
年
間
生
涯
学
習

・

社
会
教
育
行
政
を
担
当
。
再
び
芋
校

勤
務
。
平
成

8
年
度
に
鹿
沼
市
が
当

時
白
文
部
省
の

「学
社
融
合
研
究
地

戚
」
に
指
定
さ
れ
、
小

・
中
学
校
由

研
究
実
践
に
取
り
組
む
。
「
学
校
と

地
域
の
融
合
教
育
研
究
会
」
に
所
属

し
、
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
開
聾
委

員
長
を
務
め
る
。
全
国
か
ら
由
要
請

に
応
じ
て
講
腕
活
動
を
さ
れ
て
い
る
)

マ
懇
般
会

講
演
会
終
了
桂
、
講

師
を
閥
ん
で
の
懇
駿
告
を
行
い
ま
す
。

マ
対
象

小

・
中
学
校
職
口
、
P

T
A
・
公
民
館
開
帳
者
、
社
会
教
育

関
係
者
、
背
少
年
関
悟
団
体
ゃ
、
学

校
と
地
域
の
交
流
に
関
心
の
あ
る
か

た
は
ど
な
た
で
も
ご
害
加
い
た
だ
け

ま
す

マ
問
い
合
わ
せ

生
漉
芋
習

課

(E
n
・
5
1
0
2
)、
中
央
公

民
館

(
宮
2

・0
7
6
0
)

『よ田市誌』

緬さんだより@

大正期の学校教育

市臨.吉ん室(冒26・9741)

生
石
請
に
近
づ
け
た
教
科
書

第

一
次
世
界
大
戦
桂
の
教
科
替
の

皆
正
は
、
大
正

7
年

(1
9
1
8)

か
ら
各
教
科
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

第
三
期
の
固
定
教
科
書
が
編
集
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
陣
正
で
は
教
育
家
の

官
且
も
書
考
と
さ
れ
、
大
戦
桂
由
国

民
生
活
や
国
民
思
想
申
変
化
に
対
応

す
る
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
わ
れ
た
こ
の
時

代
、
社
会
思
想
の
う
え
に
も
大
き
な

変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
教
育

思
想
の
う
え
で
は
、
児
童
の
生
活
と

心
理
が
尊
重
さ
れ
、
児
童
の
自
発
活

動
や
自
由
学
習
を
大
事
に
す
る
世
界

的
な
新
教
育
思
想
が
わ
が
国
で
も
よ

う
や
く
盛
ん
に
な
勺
た
時
代
で
あ
り
、

そ
の
教
育
論
や
教
育
方
法
な
ど
が
こ

白
期
白
樺
正
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
臨
時
一
教
育
会
識
の
害
申
で

も
国
民
道
徳
の
融
底
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
国
家
を
大
事
に
す
る
思
想
も

引
き
続
き
教
科
書
白
内
容
に
葺
曹
を

与
え
ま
し
た
。

国
陪
の
院
本
は
、

こ
れ
ま
で
の

L 
『尋
常
小
学
続
本
』
が
修
正
さ
れ
る

と
と
も
に
、
新
し
く

『
阜
市
小
学
園

踏
続
本
』
が
編
集
さ
れ
、

二
種
の
う

ち
ど
ち
ら
を
使
用
し
て
も
よ
い
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
画

一

打
破
白
思
想
を
反
映
し
た
も
白
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
『
尋
常
小
字
国
籍
院

本
』
は
こ
れ
ま
で
の
思
い
世
紙
と
ち

が
い
、
灰
白
色
の
表
紙
で
、
い
く
ら

か
明
る
く
や
わ
ら
か
い
感
じ
の
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
大
正
時
代

の
思
潮
を
反
映
し
た
も
由
と
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

巷

一
の
巻
頭
の
軍
1
ペ
ー
ジ
は
桜

の
花
の
絵
に

「
ハ
ナ
」
と
あ
り
、
次

に

「ハ

ト

マ

メ

マ

ス

」
「
ミ
ノ

カ
サ
カ
ラ
カ
サ
」
と
な
勺
て
い

ま
す
。
前
の
続
本
と
ち
が
い
、
単
踏

は
3
ぺ
1
少
に
限
り
、
第
4
ペ
ー
ジ

か
ら

「
カ
ラ
ス
ガ
ヰ
マ
ス
。

ス
マ

メ
ガ
ヰ
マ
ス
。L

の
文
章
と
な
っ
て

い
ま
す
。
少
し
進
む
と
、

ガ

ン

ガ

ト

ン

デ

キ

マ

ス

。

一

二

三

四

五

六

七

八

九

十

、

十
パ

ト
ン
デ
キ
マ
ス
。

ガ

ン

ガ

ン

ワ

タ

レ
。

オ

ホ

キ

ナ

ガ

ン

ハ

サ

キ

ニ、チ

ヒ

サ

ナ

ガ

ン

ハ

ア

ト

ナ
カ
ヨ
ク
ワ
タ
レ
。

子
供
の
こ
ろ
か
ら
大
陸
へ
視
野
を

広
げ
る
教
材
の
よ
う
に
も
受
け
と
れ

ま
す
。
童
橋
、
昔
前
叩
の
類
の
置
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
文
章
は
長
く
な

り
ま
し
た
。
「
サ
ル
ト
カ
ニ
」
は
1

ペ
ー
ジ
が
叩
ベ
!
ジ
の
物
館
と
な
り
、

桃
太
郎
自
諾
は

3
ペ
ー
ジ
が
日
ベ
ー

ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
も

単
純
な
童
話
か
ら
虫
征
伐
に
力
点
が

お
か
れ
て
お
り
、
桃
太
郎
の
も
つ
扇

も
銚
の
絵
か
ら

「自
の
さ
に
代
わ
っ

て
い
ま
す
。

『
尋
常
小
字
国
時
院
本
』
は

「南

米
恒
り
」
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
」
な

ど
国
際
性
の
あ
る
教
材
も
増
え
ま
し

た
が
、

「大
日
本
」「
神
風
」
や
、
軍

国
白
母
を
た
た
え
る
物
悟

「一

太
郎

ゃ
あ
い
」
な
ど
、
国
家
的
・
軍
事
的

な
色
調
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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文芸今月の投稿数
短融・ 133菌、俳句 ・246旬

JI岬・ 144旬、計・ 523作品

投稿先 "386.0025上田市天神 2.4.74
上田市教育聾員会「教育うえたj 岳

投稿方量 はがきに短歌 ・俳句・川柳の別を

明記し、氏名 ・自治会名 ・電話番号をご記入

Iのうえ毎月18日必輔で投かんしてください。 ，

極
毒究

熊
板

年
成
選

富

士

山

山

寺

島

世

限
り
な
く
車
車
川
の
海
な
ぎ
て
湯
〈
曹

の

皐

必

殺

は

是

L
も

凶え執1 埠執
1=1る桜: 世争
H乍iかと J'!: Iま
ド1 英1瓜正.~
L--I t'J ~ の a 道

間 千 とな

波崎上はる下
の 刊も紺
子捕 の昌
義 ア町

朝 ー フ.
填ム ガ中

町署 ン品

がー の
且ん 挨寛

下
紺
昆
町
掛
川
水
多
滞
江

両
輪
の
投
を
担
い
て
子
亭
育
て
今
二
人

居
の
静
け
さ
車
必
吐
き

中

野

本

木

節

子

τ
&
も

み

ず

と
く
と
く
と
皐
わ
き
土
る
守
清
水

「い

く
ら
か
は
置
け
」
箱
置
き
て
あ
う

小

牧

富

島

正

共
に
必
聞
き
共
に
車
れ
を
労

q
ぬ
余
命
み

た
さ
む
本
む
酒
ヲ
ま
し

本

田

花

岡

す

み

子

読
み
次
ぐ
に
わ
れ
も
旅
す
る
ご
と
く
あ

4
u
 

h
J
車
絡
す
げ
が
さ
「
靖
ざ
か
っ
旅
」

上
常
田
岩
佐
か
め
よ

五
線
紙
に
持
令
の
骨
を
採
与
な
が
ら
試

行
錯
誤
す
わ
が
今
林
を

草

地

古

滞

昭

夫

た
ど
り
つ
く
七
十
路
の
吟
木
の
実
降
る

-ssel--
。.，
a野
鍋
主
国
市
大
手
1
B行

-

2

・8
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